
学校生活アンケート結果グラフ（保護者）　　11月28日実施
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参観した授業は、楽しく分かりやすい授業に
なっている。

お子さんは、学校に喜んで登校している。 お子さんは、きちんと挨拶ができる。

お子さんは、家庭でも進んで学習や運動
に取り組んでいる。

お子さんは、起きる時刻・ねる時刻など
を自分でまもり、きそく正しい生活をして
いる。

朝の10分間読書（読書タイム）のことが家庭で
話題になる。

学校での学習・生活のことが家庭で話題に
なり、どんなことが行われているかが分か
る。

学級担任は、お子さんのことを理解している。

学校は、保護者の願いを受けとめ、こたえよう
としている。

学校のホームページ・かがやけ宇智の子・学年だより・
保健だより等からは、児童の様子や学校の取組がよく
分かる。
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２３年度 学校評価計画表　　学校評価総括表 五條市立宇智小学校

総合評価

評価項目
具体的目標

（評価小項目）
具体的方策・評価指標 成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等

児童の悩みを適切に受け止め、自尊感情を高め
る学級経営に取り組む。 B

児童とのふれあいを大切にすることで悩みに敏
感に対応することできたが、一人一人の自尊感
情を十分高めるまでには至っていない。

「気になる子」の事例研修会をもち、教育相談カ
ウンセラーの指導を受けながら全職員で児童理
解を深める。

A
特別支援を要する児童に対して専門家の助言
を受けたり交流したりすることで、全職員が児童
理解を深めることができた。

毎月の人権デー等において児童一人一人の思
いを大切にし、道徳の時間の指導はもとより各
教科・領域の授業や体験活動等を通して道徳性
を培う。

B

人権デーの取組は、児童にさまざまな視点から
人権についてとらえさせることができた。道徳
は、年間計画に基づいて指導に取り組んだが、
児童の心情の高まりが弱かった。

「えがおいっぱい集会」等の集会や体験活動を
通して人と人のふれあいを大切にし、思いやりの
心を培う。

A
いろいろな活動を進んで計画し、実行する力が
育っている。また、遊びを通して、友達、お家の
人や地域の人々とふれあいが深まっている。

一人一人の学習進度に応じたきめ細かな支援
の手だてを明らかにして授業に取り組む。 B

少人数指導を始めとしてきめ細やかな指導に取
り組んでいるが、該当学年の学習内容を十分理
解できていない児童も見られる。

「がんばりタイム」「かがやきタイム」「読書タイ
ム」を計画に則り充実する。 B

読書タイムは、一日を落ち着いた雰囲気で始め
るための有意義な時間になっている。また、読
書への関心も高まっている。かがやきタイムは、
ブクブクタイムのため時間がとりにくかった。

繰り返しによる成就感の体得や体験活動及び問
題解決学習を重視する。 B

生きる力を育成するための体験学習の時間確
保は十分であるが、学年の系統性と教科領域
の相互関連を図っていく必要がある。

パソコンなどのIT機器の活用によって学習への
興味や関心を高める。 B

ICT支援員の協力を得て、パソコンを活用して学
習を進めることができ、学習意欲を高めることが
できた。今後、教員がIT機器を効果的に授業に
活用できるようにさらに研修が必要である。

教職員の率先垂範をもとに、朝のあいさつなど
オアシス運動に様々な場面で取り組む。 B

限られた場面でのあいさつはできるが、全校生
が進んであいさつができるまでには習慣化され
ていない。

学校のきまりが守れるように全校朝会等でで適
切に指導し、評価すると共に各学級での指導を
徹底する。

B

繰り返しきまりを守ることの大切さを指導してき
たが、集団生活の中できまりを守ることがいか
に大切であるかということを十分に意識されてい
ない面がある。

生活のリズムの確立が健康な体づくりの基本で
あること理解させる。（生活しらべの取組） B

生活リズムの確立が必要であるという意識は、
保護者・児童に広まっているが、実際の行動で
は、月曜日にあくびが多かったり落ち着きがな
かったりする様子が見られる。

各学年で、年間１０～３５時間の外国語活動（英
語活動）に取り組む。 A

外国語活動を通して英語に親しみ、伝え合う喜
びを感じると共に、異文化への興味・関心を育て
ることができた。

全教員が国語科を核とした授業公開を基に研修
して、指導力の向上を図る。 B

言語活動の充実をテーマに国語科の授業公開
を行い、授業研究をすることで、教員の指導力
の向上に役立てることができた。

学級懇談・個人懇談・地域別懇談会などでの保
護者の意見を大切に受けとめるとともに、指導に
係わる適切な情報を提供する。。

B

保護者の意見を受けとめようと努力しているが、
様々な懇談会への参加者が少なくなってきてい
る。地域別懇談会は、形態を変えたところ、保護
者の参加率が高まった。

学校の取組を適切に保護者や地域社会に伝え
る。（ホームページ・学校だより・学年だより・保
健だより）

A

様々な形で、学校の取組や児童の姿について
メッセージの発信に努力し、ある程度の評価は
ある。しかし、保護者からの反応はなかなか把
握できない状況にある。

◎　生き生きと明るく、楽しい学校づくり

◎　基礎的、基本的な内容の確実な定着

◎　コミュニケーション能力の育成

○自ら課題を見つけて学ぼうとする学習態度づくり

○思いやりや親切のあふれる子どもづくり

◎　規範意識や基本的な生活習慣の定着

○集団生活のルールを守ろうとする態度づくり

従来の取組をさらに継
続していくことに加え
て、道徳的心情の高ま
りが実践につながる場
を設定し、集団の中で
高まりあう取組を進め
る。（道徳的実践の場
を確保）

B

従来の取組をさらに継
続していくことに加え
て、より一層、児童一
人一人が、自分の良さ
に気づくような取組を
積み重ねていく。

学校関係者評価（結果・分
析）及び改善方策

B

○保護者の意見を受け止める学校づくり

本年度の重点目標

◎　保護者・地域との連携の深化

コミュニ
ケーショ
ン能力

コミュニケーション能力は、
将来においても大変役立
つ力である。これからも、英
語や国語科を中心にした
取組に期待している。

A

従来の取組をさらに継
続しながら基礎学力の
積み上げを計画的に
行う。学力の定着度を
点検し、少人数での指
導のための時間を設
定する。

道徳の時間との関連を
図った指導を繰り返し
たり、家庭や地域の
人々との連携による実
践化を計画的に取り組
んだりする。

B

悩みや気になること
など先生や友達に
何でも話せる楽しい
学級づくり

他人を思いやること
ができ親切さのあふ
れる児童の育成

心豊かで自ら学ぶ児童の育成

がんばりタイム・かがやきタイ
ムで基礎学力の充実を図って
いることは、効果的な取組で
ある。読書タイムは、児童を本
好きにさせるというねらいの他
に、朝から落ち着いた雰囲気
で学習を始めることができると
いう効果もあるので、大変よい
取組である。学習について
は、家庭とも協力していかな
ければならない部分が多いの
で、家庭との連携を充実して
いくことが大切だ。

　 学校教育目標及び「目指す学校像」・「目指す児童像」の具現化を図るために、教職員一体となって共通理解のもと、家
庭や地域との連携を図りながら、ＰＤＣＡを意識した教育実践に取り組む。

B
○国語科を中心とした言語活動を通して伝え合う力づくり

○意欲的に進んで学ぼうとする学習態度づくり

○教育方針や教育活動の適切な発信をすすめる

○特別支援教育の視点に立ったどの子にも分かる授業づくり

○悩みや気になることなど先生や友達に何でも話せる楽しい学級づくり

B

あいさつをはじめとした基
本的生活習慣の定着は、
学校だけでなく、家庭での
習慣形成が大変大事であ
るので、家庭への啓発に力
を入れる。学校で、きっか
けや素地を作る取組をして
いることは評価できる。

B

B

運　営　方　針

22年度の成果と課題

心の教育

○子ども一人一人の悩みや気
になる子を大切にする楽しい学
級づくりができた。
○Eタイム「英語活動」の時間を
通して、コミュニケーション能力
を高める取組の推進ができた。
○学級を公開し、授業公開を推
進することによって、教員の指
導力の向上が図れた。
●各家庭の生活リズムの多様
さと関わり、基本的生活習慣の
確立が十分ではなかった。
●子ども一人一人に応じたきめ
細かな指導の工夫がより必要
である。
●学校の取組を保護者に伝え
ることができたものの、その意
図が十分に理解されておらず、
連携が十分とれていない部分
があった。

意欲的に進んで学
ぼうとする学習態度
の育成

生徒指導

A

従来の英語活動で
培ったコミュニケーショ
ン力に加えて、さらに
国語科で言語活動の
充実を図る。

具　体　的　目　標

心の教育の成否は、教師と
児童の信頼関係が基盤で
あるので、児童理解の研修
を生かしていくとよい。学校
生活アンケートで「喜んで
学校に来ている」児童が大
変多いという結果が出てお
り、心の教育の成果が表れ
ていると評価できる。

○基本的な生活習慣の確立と道徳的実践のできる子どもづくり

自己評価結果

B

保護者が多様化している中、
様々な形で発信していること
は大変よいと評価できる。保
護者がさらに関心をもつような
発信方法を創造していくことを
期待している。

児童の生活や学習等
について率直に意見を
交わる場や方法を工
夫する。また、学校と
保護者をつなぐPTAの
役割を再構築し、より
分かり易いメッセージ
の発信に取り組む。

基本的な生活習慣
の確立

従来の取組を継続しな
がら、児童の主体的な
活動を引き出す様々な
技術について教師の
研修を深めていく。

保護者・
地域との
連携

保護者の意見を大
切にしながら学校全
体の取組を進める。

自らの考えを生き生
きと伝え合う児童の
育成

B

B

B

学習指導

特別支援の視点に
立ったどの子にも分
かる授業づくり






